
元岡地区新設中学校（仮称）開校準備委員会 ニュース

令和８年４月に開校する新設中学校の開校準備を円滑に進めるため、「元岡地区新設中学
校（仮称）開校準備委員会」の第３回委員会が１１月１日（金）に周船寺公民館で開催され
ました。
今回の委員会では、これまでの議論や、地域・保護者からいただいた意見募集の結果を

踏まえ、開校準備委員会の委員２３名のうち、行政の委員と教育委員会の委員を除いた
１８名にて「周船寺中学校」か「周船寺中学校以外」で投票を行った結果、
「周船寺中学校」 １１票、「周船寺中学校以外」 ７票となり、校名（案）を
「周船寺中学校」に最終決定しました。
今後は、教育委員会において条例改正など必要な手続きを進め、正式に新設中学校の校名

を決定します。

ホームページや、周船寺校区、西都校区の約9,700世帯を対象に意見募集を実施し、以下の
ご意見をいただきました。（
下表のとおり、校名（案）などについて意見募集を行った結果、６件のご意見をいただき

ました。

（１）意見募集の方法

（２）いただいた意見要旨

校名（案）が 周船寺中学校 に決定しました
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校名（案）に関する意見募集の結果について

対象 期間 部数 方法

地域・保護者の皆様 ９月下旬～１０月１８日 ９,６３６ 全戸配布

その他（掲示等） ９月１９日～ ３８ 駅、幼稚園、保育園等へニュー
スを送付

ホームページ閲覧者 ９月２０日～ －
福岡市教育委員会ホームページ
にニュースを掲載。学校計画課
宛の電子メール及び電話で受付

① 歴史的背景を考えると周船寺中学校しか考えられない。

② 子どもが西都北小学校に通っているので、元岡中学校に通うことになる。

したがって、西都中学校は反対。周船寺中学校が妥当。

③ 西都は新しい地域の呼称として定着しており、西都中学校の方が新設中学校だと分かり

やすいため、西都中学校を希望。

④ 周船寺小と西都小の子どもが進学する中学校なので、どちらかの名前をつけるというよ

りかは、あえて違う名前が良い。

⑤ 周辺住民を含めて、オンラインで校名の投票を行うのはどうか。

⑥ 地元の人を除いた第三者で話し合いをすればいいのではないか。



委員会資料については、福岡市教育委員会ホームページに掲載しています。
福岡市教育委員会HP＞学校教育（教育施策）＞学校規模適正化＞元岡地区新設中学校（仮称）開校準備委員会

《お問い合わせ先》元岡地区新設中学校（仮称）開校準備委員会 事務局（福岡市教育委員会 学校計画課）
TEL：092-711-4252 FAX：092-733-5539 E-mail：gakkokeikaku.BES@city.fukuoka.lg.jp

検 索元岡地区 新設中 福岡市教育委員会HPのトップページ
「サイト内検索」から「元岡地区 新設中」と検索すると簡単にアクセス
できます。

学校教育目標・通学路ワーキンググループからの報告

（１）学校教育目標
福岡市をめぐる教育の動向、校区を中心とした地域

の状況、新校舎の特徴などを踏まえ、現在の元岡中学
校の教育目標等を鑑みながら、検討していきます。

（２）通学路整備
新設中学校の通学路について、今後警察や道路管理者等と安全対策の協議・検討を行うなど、

生徒が安心安全に通学できるように検討していきます。

校章・校歌の作成方法

新設中学校の校章・校歌については、基本的な考え方や作成の方法などを説明しました。作成を

依頼したい方などについて、開校準備委員会の委員の皆様に持ち帰ってご意見をいただき、次回委

員会で作成者等を検討していく予定です。

◆校章・校歌に関する基本的な考え方
〇作成の対象 … 元岡地区新設中学校（仮称）の校章・校歌を作成する。
〇作成の時期 … 第６回開校準備委員会（令和７年７月開催予定）まで
〇教育目標との整合性をとる
【校章】イメージを整理し、教育目標との関連調整を図る。
【校歌】キーワードを整理する。

◆校章の事例

元岡中学校 周船寺小学校 西都小学校

◆校歌の事例
福岡市立西都小学校 校歌
作詞：作曲 弓削田健介

時を越えて 聴こえてくる 懐かしい 希望の歌
千年前の子どもたちも きっとここで歌っていた
輝く夢のバトンを 翼に変えて
新しい風を受けて 羽ばたこうよ
鐘撞山 玄界灘
宮崎開きの煌めく大地 そしてこの街の優しい人達の
まなざしに守られて ああ 夢を描く 西都小学校

空を越えて 海を越えて 世界中の仲間たちと
つながりあい 助け合える 伊都の国の歴史が薫る
出会えた奇跡胸に 手を取り合って
一緒に豊かな未来（あす）を 切り拓こうよ
笑顔の花 希望の歌
光あふれる学び舎 そしてこの街を愛する人達の
まなざしに守られて ああ 夢に挑む 西都小学校
西都小学校

福岡市立周船寺小学校 校歌
作詞 徳永 俊夫
作曲 森脇 憲三

朝だ光だ 高祖の峯を
のぼる朝日の 輝きあびて
かわす笑顔に 心もはずむ
みんな揃って 体を鍛え
われ等の道を
強く正しく 進もうよ

愛だ力だ 学びの庭に
湧いて溢れる 生命の泉
恵みたたえて 豊かに流る
みんな仲よく 手と手をつなぎ
われらの町を
清く明るく 築こうよ

徳だまことだ 宮崎開き
勲しのべば 風さえかおる
進む世紀に おくれぬように
みんなたゆまず つとめを励み
われらの国を
文化日本を 興そうよ

福岡市立元岡中学校 校歌
作詞 笠 政雄
作曲 長谷川 良夫

明けゆく光に 羽ばたく田鶴の
久遠の希望は われらの紋章
宮崎開きに風薫る
賢人のあとを偲びつつ
生したてなん わかき生命
元中元中元中 われらが母校

窓辺をめぐれる 玄海の潮
西なる御門の 護りは古し
進む世紀の足音に
文化日本の誇りもて
競い振わん わかき力
元中元中元中 われらが母校

高祖の山並み 緑を湛え
瑞梅寺川の 流れは清し
この揺るぎなき友垣の
固き誓いにこぞり立ち
ともに磨かん わかき心
元中元中元中 われらが母校

周囲の水田にシラサギ
が群れをなして住んで
いたことから、シラサ
ギと酷似した鶴の純白
平和、鶴の縁起にちな
んで考えられた。

いつの時点で校章が
現在のものになった
かは明確ではないが、
周船寺校区の古墳等
から出土した勾玉や
刀剣が由来となって、
地に根差した校章が
つくられたと伝えら
れている。

西都小学校の目指す児童像
にグローバル、インターナ
ショナル的な視点を加え、
数学的にシンプルに生成で
きる美しい形をイメージ。


